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短 　報
更年期・老年期女性の家族介護と健康支援
  介護の不安と負担感を軽減するために  
赤井由紀子   　村松十和  　中島敦子  　青野淳子  　近藤信子 
．緒言
国立社会保障・人口問題研究所が平成年月に
推計した将来人口によると，人口の年齢構成は次第
に高齢化し，歳以上の老年人口の総人口の占める
割合は平成年では	であったが，	年には
	に達する と推計されている．高齢化が進む
中，当然，家族の課題として高齢者の介護があがっ
てくる．突然，家族に介護が必要となった場合，な
れない介護への戸惑いや不安が生じる．介護の対象
が高齢者であればあるほど，また，介護年数が増す
ほど，介護度は高くなり，介護者の負担感は増加す
ると考えられる．
我が国では家族に介護が必要となった場合，その
担い手として女性が圧倒的に多い．担い手とされ
る女性の多くは，更年期を迎える時期から老年期に
該当する時期の女性達である．		
年「生活同居者
の介護者状況調査」をみると，介護者全体の中で
女性の占める割合はと多く，これらは，伝統
的性別役割規範や被介護者の多くが女性に介護をし
てもらいたいと希望していること に起因する．し
かし，更年期の女性はエストロゲン低下でホルモン
バランスが崩れ身体症状や精神症状が生じやすかっ
たり，どもがいれば青年前期で母子関係の困難さ
が生じたり，更年期を過ぎれば老化が進み，無理を
すれば心身の不調が出現しやすく，そこに介護が生
じれば健康面に及ぼす影響は大きい．
そこで，本研究は家庭で高齢者を介護している介
護年数の浅い女性介護者の，介護に至った経緯，介
護を始めた時の気持や介護への不安や負担感を具体
的に明らかにすることにより，介護を経験している
女性の早期の健康支援への示唆を得ることを目的と
した．
．研究方法
 ．対象
県内の在宅ケアセンターを利用している女性介
護者で，研究の承諾を得られた 名である．早期の
健康支援を検討するため，介護の経験年数が カ月
以上 年以下の者を対象とした．
．調査期間
平成年 月から平成	年 
月である．
．データ収集方法
データ収集は，半構成的面接法により面接調査を
した．対象者の面接は，対象者宅を介護士と訪問し
た際に，被介護者が清拭や洗髪などの日常生活のケ
アを受けている間に行った．面接時間は一人あたり，
	分 	分である．面接内容は，介護者への理解を
深めるために 介護に至った経緯 介護を始めた時
の気持，早期の支援を模索するために 
介護の不安
と負担感について質問した．
．分析方法
分析方法は，まず，テープ・レコーダに録音した
データを逐語録に起こし，文章化した．質問内容に
沿ってデータを分け，各質問項目への答えを表して
いると考えられる内容のコード化を行って抽象的な
名前をつけ，同じような内容を示しているものをグ
ループとして集めた．その後カテゴリー化して内容
を表す名前をつけた．また，記述内容の信頼性を確
保するために大学に所属している母性看護学の教
授にスーパビジョンを受け，カテゴリーの検討を重
ねた．
．倫理的配慮
研究の目的と方法をケアマネジャーに説明し，面
接対象者を選定してもらった．その際，参加をして
もいつでも中止できることや，再度，面接時に参加
の有無の確認をとるので，その際に拒否をされても
良いことを伝えた．面接に先駆け，研究者が再度，
対象者宅に訪問し，研究目的，方法，参加を断って
も治療や看護，在宅ケアにおいて不利益を被ること
がないことを文書と口頭で説明の上，署名によって
同意を得た．また，被介護者の利用する在宅ケアセ
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ンターの教育研修倫理委員会の承認を得た．
．結果
 ．対象者の属性
名の介護者の年齢，介護年数，被介護者との
関係，被介護者の年齢と介護度を表 に示した．介
護者の平均年齢は	歳である．名中，被介
護者の妻である者が 名，子ども（娘）が介護者で
ある者が 名であった．介護の経験年数の平均は


カ月，被介護者の平均年齢は歳で
あった．介護度は食事・排泄・衣服の着脱のいずれ
もおおむね自立しているが一部，介護や支援の必要
な「要介護 」の者が 名，食事・衣類の着脱はなん
とかできるが，排泄は一部介助を要する「要介護 」
が 名，食事・排泄・衣類の着脱のいずれも一部介
助を要する「要介護 
」が 名，身体状態は様々で
あるが，重度の認知症状を呈しており食事・排泄・衣
服の着脱のいずれにも，全面的な介助を要する「要
介護 」が 名であった．
．介護に至った経緯と介護を始めた時の気持
各表題がカテゴリーを表し，文中における【 　】
はサブカテゴリーを，「 　」は対象者が語った言葉を
表した．
在宅介護に至った経緯と介護を始めた時の気持に
ついては表 に示した．介護に至った経緯について
は 
つのカテゴリー，介護を始めた時の気持につい
ては つのカテゴリーが抽出できた．
）在宅介護に至った経緯では，
（）家族意識
「家で転んでそのまま【自然に介護】をしていま
す」「【自然に介護】をしています．辛いと思ったこ
とはなかったと思う」や，「病院でも施設でも色ん
な所に予約，申し込みを早くしてくださいって言わ
れて，色々な所にいきました．けど【主人だから】
そんな所にいれたくない」「主人は【今まで働いて
くれた人だから】そんな所にいれたくない「やっぱ
り，【自分の親だから】．親のおかげで自分がいる．
できるだけのことはしてやりたい」，「誰かが見ない
と仕方がない．一緒に住んでいる私が見るという感
じ．自分と親の関係の延長線上に介護がある．だか
ら【自然に介護】」という，家族意識の強さが伺える
内容であった．
（）入院による心身機能低下への不安
「私は勤めているので，本人も入院したいと言っ
たので入院したら，【環境が変わると痴呆になった】
みたいで」，「最初に転ぶ前日まで自分でバスに乗っ
て買い物に行ったり，炊事も何でもしていたのに，
【退院後，家のことができなくなった】」，「【家に帰っ
てきたら全然，分からないようになった】しゃべっ
ている言葉も分からなくて，何をしゃべっているの
か」と，入院により心身機能の低下が見られたこと
が在宅介護を選択した理由であると語られていた．
（
）被介護者への哀れみと自分自身へのやるせなさ
「病院でリハビリしても【もうそれ以上よくなら
ない】って言われて苦痛に思っていません」，「主人
は今まで働いてきたので，【可哀想】です」，「【夫は私
の身代わりになり介護が必要な状況になっている】
のではないかと思う」「介護をしている私を見て，他
の人に『良いときがあったの？』と言われる．そん
なこと言ってほしくない．【私に同情はしないでほ
しい】．強がりでもなんでもない，私は普通にやっ
ている」と被介護者の喪失にたいする哀れみと自分
自身のやるせなさを語られていた．
）介護を始めた時の気持では，
（）家族の支え
「もう嫌と思うことはないです．昔，一生懸命働
いた人ですから．子どもに相談したら，恥ずかしが
らずに，介護サービスをうけるようにと言ってくれ
て，子どものアドバイスは良かった」，「娘が私はお
母さんの味方やから，負けないでと言ってくれる．
よく訪ねてくれて，電話でもいろいろ話をきいてく
れる」と【子どもが精神的な支え】であり，心のよ
りどころにしていた．
（）介護支援サービスの利用
「【介護支援サービスを受けて良かった】」，「介護
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保険があって良かった．助かっています．たまたま，
私も入院するようになったけど，主人のことは何も
心配なかったです．」と介護支援サービス利用につ
いての肯定的な意見がみられた．
（
）全てを介護することの大変さ
「本当に【どうしようかと思いました】．自分で身
体も動かせないで，退院したときは一歩も歩けなく
て，自分でトイレもできなくて，おむつを使ってい
て，交換の時，身体が重いし，私も腰が痛いしで」，
「退院直後にベッドからずり落ちて，トイレも行け
ないし，【それは大変でした】」「【最初は，また，大
変な日が続くなと思いました】」など一人の人の全
てを介護することの大変さについて語られていた．
（）自己の健康不安
介護者が介護を始めた頃，「おむつ交換が大変でし
た，重いし，私も【腰が痛い】」「何かあった時，主人
を支える自信がだんだんなくなってきました．腰も
痛めてますし」と自己の身体不調により，介護が重
荷となる様子で，健康不安について語られていた．
（）自宅では介護者のペースで介護が可能
「病院で個室に入って，痴呆がでたらいやだから
毎日行っていた．食事の前の時間に毎日病院に行
き，時間位，病室にいて家に帰る．夜は弟に行っ
てもらってた．今は通わなくていいので，【入院よ
り楽】かもしれない」と自宅の方が生活の中で介護
者のペースで介護できることのほうが良いと語られ
ていた．
．介護の不安と負担感
具体的な支援を抽出するために，漠然とした不安
だけではなく，負担から生じる不安についても明ら
かにしたいと考え，介護の不安や負担感について質
問した．表 
に示すように，
つのカテゴリーが抽
出できた．各表題がカテゴリーを表し，文中におけ
る【 　】はサブカテゴリーを，「 　」は対象者が語っ
た言葉を表している．各カテゴリーについて以下に
述べる．
表  介護の不安と負担感
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）拘束感
「トイレが，最初の内は自分で立てないから夜中
に何回も起きる．【眠れない，時間おきに起きる】
の」，「私は【どこにも行けない】」「【買い物に行って
も，もう 時間以内にはすませない】といけない．
いつかは，歩けないのに玄関に座って待っていた」
「		【自由ではない】ことだけが負担です．行き
先を行っていかないといけないし，	歳にもなる私
を子ども扱いする．鬱陶しい，ほっておいてほしい」
「一番しんどいのは朝起きるときです．【一人っ子な
ので私に何かあったら大変】です」と介護者は日常
生活の中で強い拘束感を感じていた．
）無力感
「お酒が好きで飲むのです．飲むとよけいヨタヨ
タになって，本当に困ります．主人を支える【自信
がだんだん無くなって】きました」，「しょっちゅう
叱っているのは，【トイレに行くのを控えて，食べな
い】ことです」や，「【私が小さいので，これ以上悪
くなったら支えきれない】」など，介護者がどうにも
できない被介護者の様子に無力感を感じていた．ま
た，男女の体格差により，介護を困難にしている様
子が伺えた．

）苛立ち
「デイサービスに行くのに，全部支度が終わって
から，さあ行くぞ，というときになるといつも『ト
イレ』ってなる．そしたら，コルセットからみんな
外さないといけなくなる．早くから起きて支度をし
ているのに，わかっているけど苛立つ」と【外出直
前に毎回排泄介助に時間がかる】ことに苛立ちを感
じていた．
 ．考察
 ．更年期・老年期にある女性の健康と介護
家族介護の担い手として，同居の有無にかかわら
ず，の女性が介護に携わっているという報告
もみられる．今回の調査では被介護者の年齢は	歳
前半から	歳以上の年齢にあり，介護者，人は	
歳だが，多くは	代後半 から	歳代で老老介護で
あり，この実態は日本の高齢化社会の介護の特徴を
よく反映していた．
総務省の就業構造基本調査によると，家族の
介護や看護のために離職・転職した人が		年	
月からの 年間で万		人に上ったことが報告さ
れた．前年同期より 割増え，このうち女性は万
		人と全体の
を占める現状を考えれば，言
うまでもなく介護の問題は女性の問題である．今回，
面接した介護者の語りからしても，老老介護の負担
は心身への影響も大きく，更年期・老年期の女性に
とって大きな健康問題になるともいえる．
．介護の現状から考える女性の健康支援
在宅介護に至った経緯では，介護者は被介護者が
高齢となっているため【環境が変わると痴呆になっ
た】，【退院後，家のことができなくなった】，【家に
帰ってきたら全然わからないようになった】と身体
面や精神面の衰えを感じ，被介護者の心身機能への
不安があり，【もうそれ以上よくならない】と言わ
れ，【可哀想】，【私に同情はしないでほしい】など
被介護者への哀れみや自分自身へのやるせなさを感
じていた．そして，妻は夫に対して【主人だから】，
【主人だから，今まで働いてくれた人だから】や，親
に対しては【自分の親だから】と語り，【自然に介
護】となった介護者が多かった．対象者の【親だか
ら，主人だから介護する】といった言葉から，介護
はもともとの家族関係が基盤となっている現状があ
ることがわかる．唐沢	は，家族介護意識の強い人
は，介護負担が重くのしかかってきたとしても，自
分が介護を継続するという意志を強く持つと述べて
いる．今回の調査でも介護が必要になる前の家族関
係が強く影響していたことから，家族意識の強さが
窺えた点では同様の結果であった．
だが，このように介護者が家族意識を強く感じて
在宅で介護を始めると，病院に通はなくてすみ介護
者のペースで介護ができる関係から【入院より楽】
と思った介護者，【介護支援サービスを受けて良かっ
た】や，子どもから介護支援サービスを受けるアド
バイスをもらったり，介護の話を聞いてもらうなど
【子どもが精神的な支え】と感じる介護者，【どうし
ようかと思った】や【それは大変でした】など介護
の大変さを痛感した介護者，被介護者の の狭
小から介護者への身体負担は大きくなり【腰が痛い】
と身体症状もでてきていた．このように介護者は家
族意識を持ちながらもいざ介護を始めると，戸惑っ
たり，大変だと思いつつ介護をし始め，子どもに精
神面で支えられたり，介護支援サービスを利用して
生活をしていることがわかる．このことから，介護
支援サービスを利用せず家族内での介護に固執する
という見解
もあるが，さまざまな社会的支援によ
り家族が直接負担する介護労働を軽減すべきである
というように介護者は介護サービスを肯定的にとら
え，その利用により在宅介護が成り立っていること
がわかる．しかし，介護を続けていくようになると，
【眠れない，時間おきに起きる】，【どこにも行けな
い】，【買い物も 時間以内に済ませる】，【自由では
ない】などの拘束感があったり，被介護者の葛藤と
思われる酒癖に対し【だんだん自信が無くなってき
た】ことや，被介護者の排泄行動に対して【トイレ
に行くのを控えて，食べてくれない】や【外出前に
更年期・老年期女性の健康 

毎回排泄，介助に時間がかかる】という介護者の思
いからは，無力感や苛立ちが感じ取れた．
平成年に行った労働政策研究・研修機構の報
告 では，介護年数は平均年で，最小	年で最
大年であるため，今回の対象者の介護年数が カ
月から 年ということはまだ短い．また，中谷ら   
の家族介護者の負担感を調査した研究では，介護者
が常勤的職業についている方が介護の負担感が低い
と報告しているが，今回の対象は常勤的職業が 名
で他の 名は家庭での介護だけに専念している状況
であるため，その拘束感は強かったと考えることが
できる．さらに，食事・排泄・衣服の着脱のいずれ
にも全面的な介護を要する要介護者は 名であり，
介護度も低い．つまり，今回の対象者は介護期間が
短く，被介護者の介護度は低いが，年齢も高く介護
に専念していることから，心身への負担が大きかっ
たと想像される．しかし，介護年数に幅があるため，
一般化することには無理があるため，今後，検討を
加えていきたいと考える．
次に，女性が男性を介護する場合，男女の体格差
が介護を困難にする一要因になる．自分より体格の
よい男性を支えたり，持ち上げたりの動作が必要な
場合，身体的な負荷が多くなり，それが日常的になれ
ば今回の語りにもあったように腰痛や関節痛といっ
た身体の不調につながる．介護者と被介護者の体格
差を考慮した支援サービスが必要になると考える．
介護者は自分が思い描く介護や被介護者との介護
における関わりの現実から，無力感や拘束感が生じ
ていた．介護がいつまで続くのかは，被介護者の状
態によって予測ができないのが介護の特徴である．
このように更年期・老年期の女性が先行き不明瞭な
介護を継続していくことは，介護年数が増すにつれ，
自己の老化からも身体負担が増大すること，被介護
者の年齢の積み重ねとともに が下がり介護内
容が増加すること，そして，介護者と被介護者の関
係から来る心理的負担はこれらと相まって増加して
いくことを示唆している．このため，介護は更・老
年期の女性にとって自身の健康管理はもちろん大切
だが，今後，家族意識が介護の社会化にマイナスの
影響を与えることがないようにバランスのとれた支
援が必要となる．また，今回，対象者は，友人や子
どもからの情緒的な支援で支えられ，他者からの手
段的なサポートで支えられていた．このことから介
護者が介護から解放されてリフレッシュできたり，
介護者の心情を理解したりすることは重要であり，
介護者の を高めることにもつながっていく．
そして，介護疲れで生じる虐待や殺人を考えたなら
ば，これらの支援は介護年数が経過すればするほど
意識して行っていく必要があることを再認識しなけ
ればならない．
 ．結語
最後に，更年期から老年期において介護を経験し
ている女性の早期の健康支援として介護に対する家
族意識を涵養し，介護を抱え込むのではなく，介護
サービスに肯定感がもてる支援が必要であるといえ
る．また，具体的な支援内容として，現在，あまり
考慮されていないが，介護者の体格差，介護者の年
齢を考慮した支援サービスも必要となる．今後，具
体的な支援プログラムを検討していきたい．
本調査にあたりご協力いただいました，介護者の皆様，
調査の協力を快く引き受けてくださいました，みたき総合
病院理事長 与那覇 尚先生，佐藤榮子看護部長，みたき在
宅ケアセンター 西田不二子ケアマネジャー，スタッフの
皆様に深く感謝いたします．
本研究は平成 年度フランスベッド・メディカルホーム
ケア研究・助成財団の研究助成を受けて実施した．第
回日本看護学会 老年看護の発表の一部に加筆したもので
ある．
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